
男 	25, 002人 世帯数 	13, 740世帯 

女 	26, 756人 	（49年 7- 月 1 日現在）住民基本台帳から 

ら 
市 の 人 口 

51、 758人 

広にhかわ 
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発行所 

五所川原市役所 

333号 

昭和二9年 8 月 1「」 
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七
月
二
十
一
一
 

”
ー
 

日

（月
）
 
曇
 

<
‘
二
→
、
 
「
市
政
二
十
年
 

）
 
「
ー
 し
 

の
経
過
と
、
今
 

一
ー
丁
ー
 
御
可
方
針
巨
 

、
 
フ
 

つ
い
て
」
各
課
 

）
 上
 

か
い
の
長
に
八
 

」
月
末
ま
で
提
出
を
指
示
。
 

（
 
七
月
二
十
九
日
臨
時
議
会
の
 

）
召
集
、
告
示
。
 
（
中央
小
の
特
 

」
別
学
級
増
築
な
ど
）
 
地
方
卸
 

（
市
場
の
経
過
っ
工
場
誘
致
条
例
 

」
等
の
再
検
討
。
街
路
樹
、
と
く
 

ー
に
サ
ク
ラ
の
病
害
虫
対
策
に
つ
 

〉
い
て
打
ち
合
わ
せ
、
三
区
の
財
 

（
産
区
議
長
来
庁
面
談
。
 

）
 
午
後
三
時
ご
ろ
新
農
業
セ
ン
 

ー
 
ター
に
急
行
す
る
。
こ
こ
ろ
待
 

』
ち
に
し
て
 
い
た
明

治
神
宮
菖
 

」
蒲
園
か
ら
の
連
絡
で
江
戸
系
三
 

（
百
株
の
寄
贈
を
う
け
る
た
め
、
 

『
所
長
ら
が
上
京
す
る
の
で
打
ち
 

』
合
わ
せ
。
 

（
 
圃
場
内
の
自
然
排
水
を
利
用
 

）
し
て
の
植
え
付
け
場
所
も
整
備

一
を
完
了
し
て
お
る
が
、
な
ん
と

一
し
て
も
原
種
保
存
を
成
功
さ
せ
 

ー
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

一
 
ち
び
っ
子
農
園
を
見
回
っ
た
 

ー
が
、
ナ
ス
は
花
ざ
か
り
。
 ト
マ
 

）
 
トの
青
い
実
は
、
風
に
ゆ
れ
、
 

》
け
い
と
う
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
 
 六

月
三
＋
日
の
オ
ー
プ
ソ
の
日
 
〉
 

の
 
どよ
め
き
が
思
い
 
出
され
 
（
 

る
。
 

」
 

も
と
も
と
、
市
の
行
政
施
設
 
、
 

は
む
ろ
ん
市
民
の
も
の
で
あ
る
 
」
 

が
、
し
か
し
市
民
に
密
着
す
る
 
）
 

こ
と
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
 
“
 

も
の
で
あ
る
。
と
く
に
新
農
業
）
 

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
 
”
 

る
試
験
研
究
機
関
の
性
格
を
多
）
 

分
に
持
つ
も
の
は
、
ど
う
し
て
 
山

も
一
般
の
市
民
に
な
じ
め
な
い
 
）
 

心
配
が
あ
る
o
 

)
 

そ
れ
で
、
四
十
七
年
計
画
当
”
 

初
か
ら
の
懸
案
に
な
っ
て
い
た
 
「
 

の
だ
が
、
ま
さ
に
案
ず
る
よ
り
 
『
 

生
む
が
 
易
し
 の
感
、
ま
ざ
ま
 
”
 

ざ
。
 

）
 

ち
び
っ
子
農
園

の
 
主
人
公
）
 

<
 

~
 

【
 

<
 

は
、
元
気
の
よ
い
少
年
た
ち
自

身
で
あ
る
。
 

「
子
供
と
一
緒
に
土
い
じ
り
で

き
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
だ
」
と

い
っ
た
お
母
さ
ん
も
い
た
が
、
 

少
年
た
ち
五
、
六
人
で
自
主
的

に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
 ナ
ス
、
 

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
け
い
と

う
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
圃
場

に
計
画
的
に
植
え
つ
け
し
て
、
 

い
わ
ゆ
る
共
同
農
園
に
し
た
快

男
児
た
ち
に

賞
讃
を

贈
り
た
 

い
。
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生活環境 

パト口‘ル本部 
住みよし、 

煽糞『管14 

「
 
国
際
的
な
経
済
動
向
か
ら
み
 
K
解
説
委
員
）
 

》
 

J
た
日
本
経
済
の
状
況
な
ど
に
つ
 

▽
と
き
 
八
月
十
九
日
（
月

ノ
 

へ
 い
て
講
演
会
を
 

）
午
前
十
時
半
一
 

）
開
き
ま
す
の
 
ー
講

演

会

ー
 

か
ら
 

（
 

ノ
で
、
多
数
ご
聴
 

ョ
曳
パ
にE
芋

一
i

に
 
▽

と
こ
ろ
 
、
 

こ
と
し
は
、
虫
お
く
り
合
同

運
行
の
前
夜
祭
と
し
て
、
四
日

の
タ
方
「
虫
お
く
り
火

ま
つ
 

う
 
り

」
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

く
 

火
ま
つ
り
の
内
容
を
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。
 

採
火
の
儀
（
午
後
五
時
）
鎌
 

谷
町
「
神
明
宮
神
社
」
 

古
式
豊
か
に
、
百
本
の
タ
イ

マ
ツ
に
御
神
火
を
採
る
行
事
で

す
。
 

御
神
火
運
び
 
（
午
後
五
時

半
）
 
神
明
宮
ー
布
屋
町
ー
口
 

ー
タ
リ
ー
ー
大
町
ー
寺
町
ー
岩
 
 

木
川
原
 

荒
馬
の
先
導
で
、
タ
イ
マ
ツ

行
列
に
守
ら
れ
た
タ
イ
マ
ツ
み

こ
し
が
 
御神
火
を
 
は
こび
ま

す
。
 

神
事
 

（
午後
六
時
）
 
市
 

庁
全
旦
畏
岩木
川
原
 

A
 

は
こ
ば
れ
た
御
神
火
を
あ
ら

か
じ
め
用
意
さ
れ
た
虫
に
神
官

が
お
ご
そ
か
に
神
楽
を
奉
納
し

ま
す
。
 

御
神
火
移
し
 

（午
後
六
時

半
）
 

薄
暮
の
な
か
で
天
空
に
か
け
 
 

昇
ら
ん
と
す
る
虫
に
御
神
火
を

点
じ
、
静
の
神
事
か
ら

一
転
し

て
タ
イ
コ
が
ひ
び
き
、
笛
が
な

り
、
獅
子
が
舞

う
動
の
 世
界

に
。
夏
の
夜
の
饗
宴
で
す
。
 

な
お
、
こ
の
あ
と
午
後
七
時
 
 

（
夏
ま
つ
り
J
ポ
ス
タ
ー
）
 

か
ら
と
な
り
の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
で
「
花
火
大
会
」
が
お
こ
な
 
 

〈
 
講
師
 
大
内
幸
夫
氏

（
N
H
 

わ
れ
ま
す
。
 

花
火

大
会
に
は
、
臨
時

列

車
、
臨
時
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま

す
の
で
関
係
方
面

へ
お
問
い
あ

わ
せ
願
い
ま
す
。
 

、， -、， -I 一
 

小

売

商

（
販

売
 

士

）

検
定

試

験
 

▽
と
き
 
九
J
四
日

（
水
）
 

午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
  
五
所
川
原
商
エ
 

会
議
所
 

▽
申
込
み
 
八
月
五
日
ー
八
 

月
十
九
日
 

影
髭
難
轟
議
』
 

五
所
川
原
夏

ま
つ
り
 

一
 
県
 
社
会

福
祉
大
会

ー
 

一
 

．ー
 

九
、
＋
の
両
日
、

五
所
川
原
で
ー
一
 

一
講
く
だ
さ

い
o
 

匡

際

経
済
と

日
本
 

市
片
文
化
会
館
 

，
 
▽
演
題
 
一
最
近
り
国
際
経
 

主
催
 
日
本
国
際
連
合
青
森
 

」
済
の
動
向
と
日
本
」
 

県
本
部
、
五
所
川
原
支
部
 

（毎月 1 日 巧日発行） 

事
 

夏 ま つ り の 行 

八
月
七
日
  

（
水
）
 
 

八
月
六
日
  

（火
）
 
 

八
月
五
日
  

（月
）
 
 

八
月
四
日
  

（
日
）
 
 

八
月
三
日
  

（
土
）
 
 

午
前
九
時

午
前
九
時
  

」
干
分
 

午
後

一
時

午
前
十
時

午
後
七
時

午
後
七
時
 

午
後
六
時

午
後
七
時

午
前
九
時

午
後
七
時
 

一
一
干
分

午
前
九
時

午
前
十
時

午
後
五
時

午
後
七
時
 

午
前
十
時
 

午
前
八
時
 

午
後七
時
 
」
干
分
 
三
十
分
 

市
内
小
学
校
相
撲
大
会
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

西
北
五
中
学
校
相
撲
大
会
 

神
明
宮
本
町
例
祭
 

仮
 
宮
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 
、
 

市
内

一
円
 

自
衛
隊

1
3
 
進
お
よ
び
演
奏
恰
 
鶴

為

会
 

西
北
五
銃
剣
道
大
会
 
お

ま
っ
り
広
場
 

お
よ
び
大
植
木
」F
 

青
銀
構
内
 

鴛
4
:
細
賃
 

市離
N
  

4
:
 /
-
l
f
l
:
y

7
'1
'
;
I

踏

ン
3
 

耗
醸

F
J
 

 

花た貴第響 
三 上 第
道 原 ―一 

火いく一一回回 演 げ 回 
まり回青東 武 ん 東 

大っ火西森北
行ま北県中

会列っ五民学 

大 と 北
会 忌 中 
ノ一‘ 	学 

り民俗校 柔 	校 
火 俗芸ソ 道 	ソ 
ま 芸能フ フ 
っ 能大ト 剣 	ト 
り 大会ボ 
行 会 	I 
事 ノー、 	ル 

結 選 

道 
I 

弓 	ル 
道 	選 

成 手 、ノ 	手 
記 権 権 
念 大 大 
、ン 	Z. ュ、 2. 

エ， 

鵬
飾

相
撲場
 

岩 市 	北 お 	フ 北 
木岩内市斗 ま 	ラ 斗 
川木お民 グ っ 	ワ グ 
河川よ文ラ
畔河び化 ウ
畔 会 ン 

り 
広音セ ウ 
場楽ソ ン 

館 ド 碑タ ド 
前 I 

▽
と
き
 
八
月
九
、
十
の
両

日
 ▽

と
こ
ろ
 
市
立
「
中
央
小

学
校
」
ほ
か
二
会
場
 

▽
日
程
 
第

一
日
、
午
前
十

一
時
半
か
ら
受
付
、
午
後
一
時

か
ら
研
究
部
会
 

第
二
日
、
午
前
八
時
半
か
ら

研
究
部
会
報
告
、
午
前
十
時
か

ら
式
典
 

な
お
、
部
会
別
の
テ
ー
マ
と

会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
第
一
部
会
「
子
ど
も
の
福

祉
を
高
め
る
た
め
に
」
 
（中
央

小
学
校
）
 

▽
第
二
部
会
「
老
人
の
福
祉

を
高
め
る
た
め
に
 
（式
典
）
」
 

（
第
一
中
学
校
）
 

▽
第
三
、
第
四
部
会
「
障
害
 
 

児
、
地
域
住
民
の
福
祉
を
高
め

る
た
め
に
」
 
（
商業
高
校
）
 

健
康
で
明
る
い
生

活
を
営
む
た
め
、
市

民
生
活
に
直
結
し
た

問
題
を
と
り
あ
げ
ま

す
の
で
、
市
民
多
数

の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽

と
き
 
八

月

七
日
（
水
）
、
午
前

十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
 

文
化
会
館
 

テ
ー
マ
 
ご
み
と
組
織
づ
く

り
、
保
健
協
力
員
活
動
と
老
人

の
健
康
、
主
婦
と
健
康
 

▽
申
込
み
方
法
 
受
験
料
千

四
百
円
を
そ
え
、
受
験
願
書
に

記
入
し
て
商
工
会
議
所
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
o
 

筆
記
試
験
 
常
識
、
販
売
技

術
、
販
売
事
務
、
商
品
知
識

面
接
試
験
 
態
度
、
表
現
能

力
 

7日、北五衛生大会 
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こ
と
し
は
、
外
国
人
登
録
法
 
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

に
よ
り
、
登
録
証
明
書
の
き
り
 
さ
い
。
 

か
え
を

す
る
年
に
 
あ
た
り
ま
 
手
続

き
に
必
要
な
も
の
 

す
。
 

◇
い
ま
ま
で
の
外
国
人
登
録

登
録
証
明
書

の
 
き
り
か
え
 
証
明
書
 

は
、
新
規
登
録
の
日
、
ま
た
は
 
◇

登
録
事
項
確
認
申
請
書
（
 

前
回
（
昭
和
四
六
年
）
 に
確
認
 

一
通
）
 

纏
離

蕊
外

国
人
登
録
証
明
書
 
綴
野

翼
 

過
す
る
日
の
前
 
き
り

か
え
を
忘
れ
ず
に
 
の
方

は
写
真
 

三
十
日
以
内
に
申
請
し
な
け
れ
 
（
三
枚
）
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

（提
出
日
前
六
カ
月
以
内
に

今
回
該
当
す
る
方
は
、
市
窓
 
無
帽
で
撮
影
し
た
五
セ
ソ
チ
正

口
サ
ー
ビ
ス
課

（
内
線
二
七
七
 
方
形
で
、
正
面

ム
半
身
 
の
も

番
）
 
へ
本
人が
出
頭
の
う
え
手
 
の
。
裏
面
に
氏
名
、
生
年
月
日
 

？
続
き
を
し
新
し
い
外
国
人
登
録
 
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
っ
）
 

'" 

、
 

リf.，い J,"‘，、 ．? ..・・c...'. ,'-'・"'. "’、J" ’、・’ 

、
、
、
，
、
乞
r
、
．、
一
．zJ
二
，、
、
《、
二
一・・
、
ニ・一
、了
《
：、
，
・二
．f
二
、、
、
・
）
二
二
【
、
、、

りI
、
ぐ
・
一
電
 

識
講
灘
痢

皿
又
皿
又
訓訓
 

〇
受
講
料
 

4
,
0
0
0

円
 訓

練
期
間
 

1カ
年
 

込
料
間
溶
 

申
‘
期
内
 

0
0
 

〇
〇
O
〇
 

し、ません o 

〇受講申込 いつでも受付けます。 

訓練丙溶 労働省編集の教科書、指導書E 
る自学自習、質疑応答、設問
答『添削指導、面接指導（全
各地め総合高等職業訓練校等
おこなう休日利用のスクーリ

ソグ2-3日） 
〇訓練利・機械科、仕上げ科、機械製図科
一…ー’ 長 ' (29科） 
修了者には技罷壬づ国家検星で受検者P紀？
旨t躍蘭苫蓄範をに冒箪耕議験でグ級）あ免 
除の特典が与えられます。 
マ‘わじ‘；お簡にあわ証と案内書！よ 

青森市中央3丁目20番2号 

犀里F奮青嚢総合高等職業訓練校 軍菊団有矛‘市『d町干叫うに’I陣沫1ウ 

電話代表（34) 5 1 5 4 番 

技能士への早道 

ニ級技能土訓練課程通信講座 

〇目 的 通信方式による専門知識の取得 

〇資 格 実務経験があればがれ了噴受議
でぎ王，・。学歴、年齢などは問 

⑤4321 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

出
稼
者
の
心
得
 

△
そ
の

一
V
 

市
内
の
 
出か
せ
ぎ

労
働
者

は
、
し
だ
い
に
定
着
化
し
つ
つ

あ
り
、
 一
方
こ
れ
に
ま
つ
わ
る

問
題
も

複
雑
に
な
っ
て
 
いま
 

す
。
 

出
か
せ
ぎ
に

ょ
っ
て
お
こ
る

諸
問
題
は
、
社

会
の
事
情
や
会
 

社
な
ど
に
も
原
因
が
あ
り
ま
す
 

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
出
か
せ
 

ぎ
者
自
身
の
安
易
な
考
え
に
よ
 

ま
で
三
百
十
一
件
の

相
談
に
応
じ
て
お
り
 

1
'
）
・
 ・

ま
『
く
 

、
千
し
「
、
 し
か
し
、
み
な
さ

了
い
女
二
 
ん
の
な
か
に
は
、
警

察
で
こ
の
よ
う
な
相
 

」
 

談
に
応
じ
で
い
る
こ
 

、
 

と
を
し
ら
な
い
方
山
 

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
掲
載
し
ま
す

の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

ム
出
か
せ
ぎ
に
行
く
と
き
ゾ
 

「
出
稼
対
策
室
」
、
 「
出
稼

相
談
員
」
、
 「
出
稼
協
会
」
支

部
な
ど
に
届
出
し
、
就
労
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

人
身
事
故
と
か
、
賃
金
不
払
 
 

い
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
み
な
さ
ん
の
た

め
、
警
察
で
は
 

こ
ま
っ
て
い
る
こ
と
 

ま
よ
っ
て
い
る
こ
と
 

な
や
ん
で
い
る
こ
と
 

の
ほ
か
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

を
、
あ
な
た
の
身
に
な
っ
て
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
。
 

「
住
民

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
 

次
に
あ
げ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

警
察
行
政
、
家
庭
生
活
、
防

犯
、
交
通
問
題
、
暴
力
関
係
 

"

.J
・
？
・
二
．・
、
J
ニ
ノ
二
．
、
、
、
二
一く
，
、二
I
・
一ぐ
一
？
 

ぎ
先
の
激
励
訪
問
な
ど
を
お
こ
 
」
 

な
う
た

め
に
も
必
要
な

の
で
 
）
 

す
。
 

ま
た
、
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
ほ
か
、
も
し
事
故
が
お
き

て
も
早
期
に
解
決
さ
れ
ま
す
。
 

△
ぜ
ひ
手
帳
の
交
付
を
V
 

「
出
稼
手
帳
」
を
持
っ
て
就

労
す
る
よ
う
に
。
手
帳
を
持
っ
 

て
い
ま
す
と
、
 

五
所
川
原
警
察
署
「
住
民

コ
 

ー
ナ
ー
」
、
電
話
⑤
局
二

一
四

一
番
。
 

毎

戸
が
 
「
交
通

安
全

の

家

」
 

県
か
ら

「
交
通
安
全
地
区
」
 

に
指
定
さ
れ
て
い
る
栄
地
区
で

は
、
夏
休
み
前
に
千
四
百
二
十

世
帯
の
毎
戸
に
 
「交
通
安
全
の

家
」
の
ス
テ
ッ
カ
を
配
り
、
家

族
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

1
標
準
価
格
は

廃

J
 

r
止
、
灯
油
な
ど

L
 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
 ち

り
紙
の
標
準
価
格
が
五
月
二
十

四
日
か
ら
、
ま
た
家
庭
用
灯
油

の
標
準
価
格
が
六
月
一
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
撤
廃
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

（市
商
工
観
光
課
）
 

動
植

物
り

名
前
 

を
調
．

ベ
 
スw
会
 

夏
休
み
に
採
集
し
た
も
の
を

お
持
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
 
八
月
十
八
q
[
（
日
 

）
午
前
十
時
か
ら
 

ミ
．・
？，・
．
・1
.，
、・
、
i
・
？●・
？
●
、

一
●・
・
う
、・
●・
・
』
 

▽
と
こ
ろ
 
国
連
青
少
年
の
 

家
 対

象
 
小
、
中
、
高
校
生
 

『
■
！

：
…
・！

‘
…
 
■
！
 

川
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
 

;
：■
！

：
…
！

:
：・
ー
 

 

川
を
き
れ
い
に
し
て
 

ど
じ
ょ

っ
こ
や
ふ
な
っ
こ
が

楽
し
く
あ
そ
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
片
ノ
。
 

川
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
 

川
に
ご
み
を
捨
て
よ
う
と
し
て

い
る
の
を
み
た
ら
、
勇
気
を
も

っ
て
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

「

・
 

」
 
一
 
一
 

戸
［
 
ー
レ
 

告
に
 

鷲
舞
鷲
鰯
鰯
麟
麟
 

「
住
 
民
 
コ
 
ー
 
ナ
 

ー
」
 
へ
 

警
察
の
 
「住
民

コ
ー
ナ
ー
」
 
し
っ

て
い
て
も
訪
問
し
に
く
い

で
は
、
こ
と
し
一
月
か
ら
六
月
 
と
思
っ

て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
 

べ
三
ノ
．
了

、

・
二
一‘
了

・
？
二
・、
、
・
二
．く

f
’
．

了
？

二
，、
、
、
二
．‘
ぐ

・
・
？
二J
、
、
『
二‘
一
f
？

二
い
、

、・
・
 

自
分
の
身
分
証
 

◇
で

か
け

る
前
必
ザ

届
肌

を
◇
 

明
に
なり
ま
す
 

「
出
稼
援
護

い
な
ど
に
あ
っ
た
方
の
大
部
分
 
相

談
所
」
に
泊
る
こ
と
が
で
き

は
、
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
 

ま
す
。
 （
家
族
と
も
）
。
事
業

ら
な
い
縁
故
と
か
知
人
の
セ
ワ
 
所
で

の
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
 

る
匿
題
が
多
い
ょ
う
に
思
い
ま
 
で

就
労
し
て
い
ま
す
。
こ
の
』
 
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
必
 
～
 

す
く
 

う
な
、
不
幸
な
事
態
を
な
く
す
 
要
な
「

雇
入
契
約
書
」
、
 「
賃
 
《
 

「
市
出
稼
対
策
室
」
で
は
、
 

る
た
め
、
必
ず
「
翻
稼
対
策
室
 

金
未
払
確
認
重
こ
、
 
「
出
か
せ
 
）
 

み
な
さ
ん
が
事
故
の
な
い
安
全
 

」
を
経
て
、
職
業
安
定
所
の
紹
 
ぎ
の
心
得
」
、
 「
出
稼
相
談
所
 
『
 

で
明
る
い
出
か
せ
ぎ
を
す
る
た
 

介
で
就
労
し
て
く
だ
さ
い
o
 

の
利
用
」
な
ど
、
手
帳
の
な
い
 
、
 

め
に
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
 
こ

れ
は
、
市
広
報
や
こ
ど
も
 

に
も
ら
れ
て
非
常
に
役
立
つ
の
 
《
 

き
た
い
出
か
せ
ぎ
者
の
心
得
を
 

の
文
集
を
送
っ
た
り
、
出
か
せ
 

で
す
。
 

～
 



昨
年
九
月
お
こ

な
わ
れ
た
国

民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
年

金
額
の
大
幅

な
引
き
上
げ

c、
 

年
金
額
の
自
動
ス
ラ
イ
ド

制
が

採
用
さ
れ
本
格
的
な
年
金
時
代

に
ふ
さ
あ
し
い
年
金
制
度
に
発

展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
 

摘 要
 

49年 9月 
ク 

ク 

ク 

49年4 月 

49年 9 月‘ 

おしらせ 

一
 

一
 

43万円 
120万円 
471万円 

10万円 

改
善
さ

れ
る
福

祉

年
金
 

千
金
ザ
奉
憲
藤
縄
に
 

相
続
、
家
庭
問
題
、
隣
人
、
 

境
界
争

い
な
ど
、
民
事
、

行

政
、
税
務
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る

な
や
み
ご
と
の
相
談

に
応
じ
ま

す
の
で
遠
慮
な
く

お
い
で
く
だ

さ
い
っ
相
談

の
内
容
は
秘
密
に

さ
れ
ま
す
（
 

▽
と
き
 
八
月
十
四

日
（
水
 

）
午
前
＋
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
本
町
「
中
三
」
 

デ
パ
ー
ト
五
階
ホ

ー
ル

・
 

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
が
、
こ
の
日
以
外

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
 

す
、
 

阿
部
芳
五
部

（
原
子
）
、
今

良
太
郎
（
浅

井
）
、
尾
崎
正
雄
 

（
新
田
町
）
、
平
山
ス
エ
 
（布

屋
町
）
、

佐

々
木
初
海

（
敷
島

町
）
、
伊
藤
角
右
工
門
（
桃
崎
 

）
、
笠
井
儀
作
（
桜
田
）
、

石

井
福
太
郎
（

鎌
谷
町
）
、
福
士

行
男
（
旭
町
）
 

（
敬
称
略
）
 

④ 
今回改正された国民年金法の主なもの

区 分 現 行 改 正 

福 祉 年 金 
1、年金額の引上げ 

年金 
④老齢特別給付金 I, 4,000円 	5,50OE 

広

報
の
早

期
配

布
 
に
一
」
協
 
力
 
く
 
だ
 さ
 
い
 

①老齢福祉年金 月額 5,000円 7,500円
②障害福祉年金 ク 7,500円 11,300円 

	

③母子準母子福祉 ク 6,500円 	9,800区 

	

月額 5,000円 	7,500円 
I, 7,50Q円 11,300円 
" 6,500円 9,800円 

2. 2級障害新設に 
よる 
障害福祉年金 

3、所得制限の緩和 
①本人所得制限 
老齢、障害の受給権者 
母子、準母子受給権者 

②扶養義務者所得 

4'恩給等の併給 
制限の限度額 

拠出年金 

1、保険半や額 
	

月額 900. 

？年金額の引上げ 

10 纏、ー 
5年年金 

②障干雛害 
2 級障害 

③母子、準母子、遺 

④寡婦年金 

結核検診をうけましよう 
レソトゲンカーによる検診を次の日程でおこないます。なお 

9月 5日以降の日程は、 8月15日付け市広報に掲載しますし 

地 	区 	名 月 	日 場 	所 	時 間 

松島田丁「丁目2丁目 8月26日 木村昂悦商店前 9.30-' 0.3' 
γ1 7テ目言テ『湧） 菊地理落所前110.35- 1 	15 
I, 	4示目5テ目 'I 毛丙両居前

1 	
1プ．「り～ 3 .20 

6丁目 
'I 	3丁目 I, 松島団地管理事 13'2う～ 4 . 	0 

券所前 
可田商店前 

小 曲 8月27日 小曲集会所前 	9.30-lu . 30 
錦 町、幾島町 （火） 錦町神社前 	10.如-11 .41 
柏原町 
薪宮町、末広町 I, 保健所前 	12.40-13 .20 
上平井町、平井町 ク 
中平井町 
さっき町 ク 和田新宅前 	14・35- 15.切 

老人ホ一ム 8月28日 老人ホーム前 	9.30.- 10.叩 
下平井町 （水） 寺田三次郎宅前 10.05-. v.35 
敷島可 r 敷島分院前 	10.40-11 .20 
雛田町 

所前 
東雲町 I, 岩谷勇宅前 	13.00- 3.釦 
大町、旭町 I, 元市役所付近 	13 一 35-' 4.10 
布屋町、東町 9月 2日 西北病院付近 	9,30～ 目5 
弥生町 （月） 農協会館付近 	10.20-I 0.50 
鎌谷町 'I 山上商店前 	11.00-' 1 	40 
田町、栄町 'I 白衣神社前 	13.00- 4.加 

岩木町、本町 9月 3日 市民文化会館前 S 30-11 .10 
川端町、寺町 
新町、柳町 （火） 田中自動車修理 l1.05-' 2・ 00 
成田町 工場前 
平和町 日の出町 'I 平和町集会所前 1300-- 4.00 
元 町 'I 第ー高校付近 	4.1j5- 4 40 

u
J
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山
成
元
里
立
山

石
石
警
前
長
成

油
嵐
前
太
所
四

福
豊
俵
野
杉
神

店
商
 
郎
前
郎

石
源
台
松
支
秀

岡
岡
鐘
田
橋
田

前
店
 
宅
 
宅
  

0
0
・
ー
コ
〕
4
‘什
 

前
 
前
 
前
 

派
 
境
 
山
 

~

I I
 難

！
 稲

談
所

を
開

設
 
ー
 

物
価
ス

ラ
イ
ド
制
の
導
入
が
大
I
 

上
に
国
民
年
金
法
改
正

の
主
な

き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
左
 
内
容
を

紹
介
し

ま
す
。
 

“、’・’し‘．"".'v'.'v・，与”，・，“,‘・ 郷土の姿を確めよう 

ンと き 8月 21日 （水）午前 9円・坐う、ら 

ン申込み 8 月12日までハガキに住月「、氏名、 ．齢、職業を書

いて市情報課にお申込みください。 

ン見学コース 市庁舎前（出発）～西北工三上処理センター～ 

広域新農業セソター～飯詰ダム～津軽フラワーセソターへ'-l 校給

食セソター～元町浄水場～三道会館～の順ですし

＞お 昼 各自ご持参願いますし 

,・．・．”‘、”．・，ル、・、‘・ J・‘・施設見学会の申込み受付け 

5,500円 

5,000円 

7,500円 

50万円 49年 5 月 
143万円 ク 

534万円 ク 

16万円 49年10月 

1,100円 50年 1月 

	

月額12,500円 	14.5 12円49年 9 月実施 
自6.1％増） 

	

8,O00円 	9.28k円 5C年2月支給 
G6.1％増） 開始 

	

25,000円 	29,025円 49年9月実施 
20,000円 23.2加円 'I 

G8.1％増） 
3.220円 ク 
1%増) 
.644円 I, 
%増) 

く
．●
．‘
 

支
給
さ
れ
て
い
る
年
金

の
な
か

で
、
福
祉
年
金

の
充
実
に

つ
い
 

×
は
、
そ
の
必
要
性

が
さ
ら

に

深
ま
り
以
前
に
も
ま
し
て
改
善

の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
と
く
に
今
回

の

改
正

は
、
福
祉
年
金

の
充
実
と
 

、
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